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商工会法施行50周年記念
「商工会しまね県大会」

280
平成22年10月29日発行

　平成22年10月15日、松江市のホテル一畑
において多数の来賓を迎え、商工会法施行
50周年記念の特別講演と式典が開催されま
した。（２ページに関連記事）
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あいさつをする石飛会長

講演をされる三神万里子氏

表彰を受ける大利美郷町商工会会長

　

平
成
22
年
10
月
15
日
、
松
江
市
の
ホ
テ
ル
一
畑
に

お
い
て
、
井
辺
中
国
経
済
産
業
局
長
、
溝
口
島
根
県

知
事
を
始
め
、
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、﹁
企
業
と

地
域
の
た
め
に　

新
た
な
歴
史
を
刻
む
商
工
会　

全

力
宣
言
!!
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
商
工
会
法
施
行
50

周
年
記
念
商
工
会
し
ま
ね
県
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「企業と地域のために 新たな歴史を刻む商工会 全力宣言!!」

県内商工会から250名余りの参加のもと盛大に開催!!

商 工 会 し ま ね 県 大 会

記
念
講
演

記
念
式
典

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
キ
ャ
ス
タ
ー
、

信
州
大
学
経
営
大
学
院
客
員
准
教
授

の
三
神
万
里
子
氏
を
迎
え
、
「
農
商

工
連
携
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来

を
拓
く
」
を
演
題
に
記
念
講
演
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
神
氏
に
は
、
農
商
工
連
携
を
核

と
す
る
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
構
築
し
て
い
く
た
め
の
、
具
体
的

な
方
策
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
商
工
会
を
代
表
し
て
石
飛

島
根
県
商
工
会
連
合
会
会
長
が
、
本

年
は
「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
て
以
来
50
年
と

い
う
節
目
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る

と
し
た
上
で
、「
商
工
会
は
大
き
な

時
代
の
流
れ
の
中
で
新
し
い
姿
、
役

割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

県
内
の
小
規
模
業
者
は
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
が
、
私
た
ち
中
小
・

小
規
模
事
業
者
は
、
地
域
の
経
済
を

支
え
雇
用
を
守
っ
て
い
る
自
負
が
あ

り
、
こ
の
難
局
を
打
破
し
地
域
を
再

生
し
て
い
く
と
い
う
強
い
使
命
感
を

も
っ
て
経
営
に
精
励
し
、
ま
た
様
々

な
地
域
振
興
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。

　

商
工
会
も
、
新
分
野
進
出
、
経
営

革
新
、
創
業
支
援
、
そ
し
て
地
域
資

源
の
活
用
、
農
商
工
連
携
な
ど
こ
れ

ま
で
も
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た

が
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
発
展
と

地
域
経
済
の
再
生
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
全
力
で
行
動
を
し
て
い
く

決
意
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
で
お
迎
え
し
た
井

辺
中
国
経
済
産
業
局
長
、
溝
口
県
知

事
、
田
原
島
根
県
議
会
議
長
、
石
澤

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
か
ら
の
ご

祝
辞
を
賜
り
、
た
く
さ
ん
の
祝
電
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰
・

県
知
事
感
謝
状
・
県
連
会

長
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
商
工
会
の
役
員
と

し
て
、
商
工
会
の
組
織
強
化
と
地
域

商
工
業
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

た
功
労
者
２
名
に
、
中
国
経
済
産
業

局
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
、
ま
た
溝
口

島
根
県
知
事
よ
り
、
７
商
工
会
・
７

商
工
会
青
年
部
・
７
商
工
会
女
性
部
・

役
員
34
名
に
知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
島
根
県
商
工
会
連
合
会
会

長
表
彰
と
し
て
、
役
員
功
労
者
と
青

年
部
功
労
者
、
女
性
部
功
労
者
、
優

良
常
勤
役
職
員
、
１
４
８
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
美
郷
町
商

工
会
の
大
利
邦
雄
会
長
が
、過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
行
く
中
で
、

新
た
な
町
づ
く
り
や
、
地
域
商
工
業

の
振
興
発
展
を
目
指
し
微
力
を
尽
く

す
決
意
で
あ
る
旨
、
謝
辞
と
し
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

大
利　

邦
雄

　

（
美
郷
町
商
工
会
会
長
）

　

岡
田　

耕
作

　

（
川
本
町
商
工
会
会
長
）

商工会法施行50周年記念
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事例発表をされる井上社長

津和野町商工会女性部の皆さんによる　
琴の演奏

農商工連携・地域資源活用
　　　　　　　パネル展示会場

 

ご利用いただける方 ご融資額 ご返済期間 利率（年利） 

社会的、経済的環境の変化などにより、

一時的に業況が悪化している方等 
４，８００万円以内 

運転資金 ８年以内 １．６５％～２．３５％ 

設備資金 １５年以内 ２．１５％～２．８５％ 

日���金融��は��の���業のみなさまを��的に��します� 

セセーーフフテティィネネッットト貸貸付付ののごご案案内内

※ 利率は平成２２年８月１１日現在のものです。 
※ お使いみち、返済期間、担保・保証人の有無によって異なる利率が適用されます。 
※ 利率は金融情勢によって変動いたしますので、お借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合がございます。 

新たに事業を始める方へ 
 

 

ＩＴ設備の導入により業務の高度化
をお考えの方へ 

 
お子さまが入学・在学される方へ 
 

���� ����事業 Ｔ�� ０８５２�２３�２６５１ 

���� ����事業 Ｔ�� ０８５５�２２�２８３５ 

他にも様々な融資制度があります。 

　

去
る
、
８
月
30
日
に
島
根
県
市
長

会
の
松
浦 

正
敬
会
長
・
島
根
県
町

村
会
の
山
碕
英
樹
会
長
が
、
松
江
市

母
衣
町
の
松
江
商
工
会
議
所
で
商
工

会
連
合
会
の
石
飛
善
和
会
長
な
ど
経

済
４
団
体
の
代
表
に
新
規
卒
業
者
の

採
用
に
関
す
る
要
請
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
請
文
で
は
、
平
成
23
年
３
月
の

新
卒
者
の
就
職
難
が
予
想
さ
れ
、
未

就
職
者
の
増
加
は
、
将
来
的
に
各
地

域
の
経
済
・
社
会
に
大
き
な
影
響
を

あ
た
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
説

明
、
県
内
事
業
の
事
業
主
の
皆
様
に

は
、
新
規
学
校
卒
業
者
の
積
極
な
雇

用
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

平
成
23
年
３
月

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に

関
す
る
要
請

事
例
発
表

「
地
域
資
源
の
活
用
で

奥
出
雲
か
ら
全
国
へ
」

　

地
域
資
源
・
農
商
工
連
携
活
用
企

業
と
し
て
、
有
限
会
社
井
上
醤
油
店

の
井
上
社
長
が
、
奥
出
雲
町
の
地
域

資
源
で
あ
る
仁
多
米
を
使
っ
た
甘
酒

の
開
発
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
行
わ

れ
ま
し
た
。

農
商
工
連
携
・
地
域
資

源
活
用
Ｐ
Ｒ

パ
ネ
ル
展
示

　

式
典
会
場
前
で
は
、
事
例
発
表
を

行
わ
れ
た
有
限
会
社
井
上
醤
油
店
な

ど
、
島
根
県
東
部
地
区
３
企
業
、
西

部
地
区
３
企
業
の
農
商
工
連
携
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
に
つ
い
て

展
示
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
本

事
業
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　

式
典
の
後
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

催
さ
れ
、
井
辺
中
国
経
済
産
業
局
長

や
溝
口
島
根
県
知
事
な
ど
ご
来
賓
と

石
飛
県
連
会
長
に
よ
る
鏡
開
き
や
津

和
野
町
商
工
会
女
性
部
に
よ
る
琴
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
交
流
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。
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地
域
に
密
着
し
、
地
域
を
支
え
る

商
工
会
を
目
指
し
て
商
工
会
連
合
会　

金
築 

専
務
理
事

｢

新
・
商
工
会
の
あ
り
方

　

検
討
特
別
委
員
会｣
の
答
申

　

去
る
８
月
27
日
朝
、｢
新
・
商
工

会
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会｣

安

部
委
員
長
か
ら
、
島
根
県
商
工
会
連

合
会
石
飛
会
長
に
『
新
し
い
商
工
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
～
地
域
に
密
着

し
、
地
域
を
支
え
る
商
工
会
を
目
指

し
て
』
（
答
申
）
が
提
出
、
受
理
さ

れ
た
。

　

そ
し
て
同
日
午
後
に
開
催
さ
れ
た

役
員
会
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
役

員
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
答
申
を
も
と
に
今
後
の
商

工
会
の
あ
り
方
を
ま
と
め
る
こ
と
お

よ
び
関
係

先
に
必
要

な
要
望
活

動
を
行
う

こ
と
も
ご

説
明
し
、

ご
了
解
を

得
た
。

答
申
の
背
景
と
経
緯

　

本
県
で
は
、
厳
し
い
社
会
・
経
済

状
況
の
中
、
商
工
業
者
が
大
幅
に
そ

の
数
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
、
と
り
わ

け
中
山
間
地
域
の
疲
弊
が
著
し
い
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
か
つ
て

の
役
場
が
支
所
等
と
な
る
な
ど
、
公

的
機
関
の
縮
小
・
撤
退
が
相
次
ぎ
、

集
落
の
維
持
さ
え
困
難
な
地
域
も
散

見
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
を
主
と
し
て
担
う

商
工
会
は
、
地
域
で
唯
一
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
核
的
存
在
と
し
て
よ
り
大

き
な
期
待
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
一
方
で
小
規
模
事
業
者
の

減
少
、
そ
れ
に
伴
う
職
員
の
削
減
と

い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
島
根

県
商
工
会
連
合
会
は
昨
年
秋
、
今
後

の
商
工
会
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
た

め
に
全
会
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結

果
、
会
員
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状

と
、
商
工
会
に
対
す
る
期
待
等
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

特
に
、
平
成
17
年
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
『
今
後
の
商
工
会
の
あ
り

方
』
で
は
「
統
合
ま
た
は
廃
止
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
た
支

所
に
つ
い
て
は
、
８
割
を
超
え
る
会

員
が
「
（
自
主
財
源
で
・
行
政
の
支

援
を
得
て
）
維
持
す
べ
き
だ｣

と
回

答
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
重
く

受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
。
ま
た
、｢

あ
り
方｣

の
想
定
よ

り
厳
し
い
環
境
が
現
出
し
た
と
い
う

現
実
も
あ
り
、
本
年
４
月
に
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
改
め
て
今
後
の

商
工
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

第
１
回
の
特
別
委
員
会
は
４
月
27

日
に
開
催
さ
れ
、
答
申
ま
で
の
間
に

３
回
の
委
員
会
が
持
た
れ
た
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
は

支
所
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

ど
う
答
え
る
か
？
県
連
事
務
局
は
支

所
に
替
わ
る
「
地
域
密
着
型
応
援
窓

口
」
を
提
案
し
て
答
え
と
し
た
。

　

地
域
密
着
型
応
援
窓
口(

窓
口)

は
、
仮
称
で
あ
る
が
、
地
域
を
支
援

す
る
地
域
に
密
着
し
た
組
織
で
あ

り
、
単
な
る
従
来
の
支
所
の
存
続
で

は
な
く
、
新
た
な
役
割
を
担
う
、
い

わ
ば
新
し
い
概
念
と
い
っ
て
も
よ
か

ろ
う
。

地
域
密
着
型
応
援
窓
口

　

「
窓
口
」
は
、
①
記
帳
、
金
融
、

税
務
等
の
小
規
模
事
業
者
の
基
礎
的

経
営
支
援
、
②
地
域
資
源
の
発
掘
な

ど
地
域
の
産
業
振
興
、
③
地
域
間
連

携
の
支
援
、
④
地
域
貢
献
活
動
の
支

援
な
ど
、
地
域
の
会
員
が
日
常
的
に

求
め
る
業
務
を
担
当
す
る
。
担
当
区

域
は
合
併
し
た
商
工
会
の
支
所
の
区

域
と
し
、
原
則
と
し
て
経
営
指
導
員

と
記
帳
専
任
職
員
を
配
置
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
窓
口
」
が
で
き
れ

ば
、
商
工
会
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に

は
お
お
む
ね
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
の
「
窓
口
」
の
設
置
は
、
結
果
と

し
て
職
員
数
の
現
状
維
持
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
商
工
会
の
み
の
力

で
は
実
現
で
き
な
い
。
県
の
ご
理
解

と
ご
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
各
商
工
会
に
配
置
さ
れ
て

い
る
経
営
指
導
員
、
指
導
職
員
は
、

そ
の
人
件
費
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
が

県
か
ら
の
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
。現
在
の
県
の
補
助
基
準
で
は
、

補
助
対
象
と
な
る
職
員
の
数
は
そ
の

商
工
会
地
区
の
小
規
模
事
業
者
数
に

よ
っ
て
決
ま
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
小
規
模
事
業
者
数
が
減
少
す
れ

ば
経
営
指
導
員
等
の
数
は
減
ら
さ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
、
小
規
模
事
業
者
が
減
少

し
た
か
ら
職
員
を
削
減
す
る
と
い
う

や
り
方
は
中
山
間
地
域
の
疲
弊
に
拍

車
を
か
け
、
悪
循
環
を
増
幅
す
る
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
、
地
域
の
疲
弊
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
た
め
に
も
、｢

窓
口｣

を

ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
と
思
う
。

答
申
後
の
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら

　

答
申
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

石
飛
県
連
合
会
会
長
と
の
協
議
の

上
、
答
申
を
も
と
に
し
て
「
当
面
の

行
動
指
針
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

な
ど
を
決
定
し
、
そ
の
後
の
企
画
委

員
会
に
ご
報
告
し
て
ご
了
解
を
い
た

だ
い
た
。

　

答
申
は
「
窓
口
」
に
つ
い
て
の
み

述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
事
務

局
長
設
置
基
準
の
見
直
し
、
隠
岐
の

地
域
性
に
鑑
み
た
職
員
採
用
に
お
け

る｢

隠
岐
枠｣

の
設
置
、
さ
ら
に
地
域

振
興
や
、
受
託
業
務
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
も
、
方
向
性
を
示
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

現
在
、
県
連
合
会
の
方
で
は
、
企

画
委
員
会
で
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

｢

行
動
指
針｣

案
の
調
整
中
で
あ
る

が
、
今
後
こ
の｢

行
動
指
針｣

案
に
つ

い
て
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
皆
さ
ん

方
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
９
月
14
日
に
は
石
飛
会
長

が
島
根
県
知
事
に
補
助
基
準
の
見
直

し
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
各
商
工

会
長
さ
ん
方
の
ご
協
力
も
得
て
関
係

の
方
々
へ
の
要
望
活
動
も
行
い
、
各

方
面
の
ご
理
解
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
「
行
動
指
針
」
を
取
り

ま
と
め
、
そ
の
実
現
、
実
行
を
皆
さ

ん
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ご
理
解
、
ご
鞭
撻
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。



主調発表をする藤江浩貴さん

開会宣言をする岩成裕治会長

夢
・
未
来
・
挑
戦
～
袖
す
り
合
う
も
多
生
の
縁
～

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
９
月
25
日
ホ
テ
ル
一
畑
に
お
い
て
、
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
員
７
５
０
名
参
集
の
も
と
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

平
成
22
年
度

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
島
根
大
会
開
催
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交
流
会
で
は
、
主
催
者
（
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡

協
議
会
・
岡
山
県
青
連　

中
原
会
長
）

挨
拶
に
続
き
、
開
催
地
で
あ
る
島
根

県
の
石
飛
商
工
会
連
合
会
長
の
歓
迎

挨
拶
、
さ
ら
に
来
賓
で
お
迎
え
し
た

中
国
経
済
産
業
局
井
辺
國
夫
局
長
、

溝
口
島
根
県
知
事
、
松
浦
松
江
市
長
、

宮
本
全
青
連
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜

り
、
参
加
者
全
員
が
青
年
部
に
課
せ

ら
れ
た
地
域
振
興
へ
の
役
割
や
期
待

の
大
き
さ
を
再
認
識
す
る
べ
く
、
熱

の
こ
も
っ
た
幕
開
け
と
な
っ
た
。

主
張
発
表
大
会

　

開
会
式
に
続
き
、
中
国
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大

会
が
行
わ
れ
、
各
県
代
表
の
９
名
が
、

持
ち
時
間
10
分
と
い
う
短
い
時
間
の

中
で
、
日
ご
ろ
の
青
年
部
活
動
を
通

し
て
の
思
い
を
熱
く
訴
え
ら
れ
た
。

　

島
根
県
代
表
の
藤
江
浩
貴
さ
ん

（
斐
川
町
商
工
会
青
年
部
）
は
青
年

部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
「
３
歩
進
ん
で
・
２
歩

さ
が
る
」
水
前
寺
清
子
の
三
六
五
歩

の
マ
ー
チ
の
一
節
を
引
用
し
日
々
の

青
年
部
支
部
活
動
か
ら
生
ま
れ
た

ヒ
ー
ロ
ー
戦
隊
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
じ

て
子
供
や
大
人
達
に
元
気
を
あ
た

え
、
近
頃
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
地
域

に
お
け
る
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
い
く
活
動
に
つ
い
て
発
表

を
し
た
。
結
果
は
惜
し
く
も
優
良
賞

で
あ
っ
た
が
、
他
県
に
負
け
な
い

堂
々
と
し
た
発
表
態
度
で
あ
っ
た
。

　

栄
え
あ
る
最
優
秀
賞
は
山
口
県
代

表
、
伊
藤
孝
之
さ
ん
（
下
関
市
商
工

会
青
年
部
）
が
選
ば
れ
、
11
月
25
日

東
京
で
開
催
さ
れ
る
「
主
張
発
表
全

国
大
会
」
の
中
四
国
代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り

　

最
優
秀
賞　

伊
藤
孝
之（
山
口
県
）

　

優

秀

賞　

上
田
啓
悟（
鳥
取
県
）

　

優

良

賞　

藤
江
浩
貴（
島
根
県
）他

記
念
講
演
会

　

記
念
講
演
は
、
島
根
県
浜
田
市
出

身
の
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
ア
ニ
マ
ル
浜

口
氏
を
迎
え
、「
人
材
育
成
は
気
合

い
ダ
ァ
」
と
題
し
奥
出
雲
町
商
工
会

青
年
部
の
塔
村
俊
介
さ
ん
が
聞
き
手

と
な
っ
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
娘
の
浜
口
京
子
さ
ん
の
活

躍
を
メ
イ
ン
と
し
た
親
子
の
歩
み
の

映
像
を
放
映
し
た
後
、
会
場
が
暗
く

な
り
、
「
本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

講
師
、
ア
ニ
マ
ル
浜
口
選
手
の
入
場

で
す
」
の
呼
び
込
み
に
よ
り
、
現
役

時
代
に
流
れ
て
い
た
音
楽
に
の
っ
て

登
場
。　

　

当
初
、
塔
村
さ
ん
と
入
念
に
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と

思
い
き
や
、
ア
ニ
マ
ル
浜
口
氏
の
独

壇
場
で
の
ト
ー
ク
。
テ
レ
ビ
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
い
、
話
し
出
す
と
止

ま
ら
な
い
状
況
で
、
塔
村
さ
ん
も
合

間
で
話
に
入
る
の
が
大
変
な
様
子
で

あ
っ
た
。

　

最
後
に
は
、
浜
口
氏
お
な
じ
み
の

か
け
声
「
気
合
い
ダ
ァ
」
10
連
発
を

会
場
全
員
で
発
声
、
ま
た
、
謝
辞
に

登
場
し
た
森
加
県
青
連
副
会
長
は
、

ラ
ッ
シ
ャ
ー
木
村
に
変
装
し
て
の
登

場
で
一
層
会
場
を
盛
り
上
げ
、
終
始

笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
会
と
な
っ
た
。

交
流
懇
親
会

　

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年

部
連
絡
協
議
会
の
旗
引
継
ぎ
（
島
根

か
ら
高
知
）、
次
年
度
開
催
県
の
高

知
県
青
連
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
を
行

い
、
交
流
会
は
こ
こ
で
終
了
。
引
き

続
き
交
流
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　

来
賓
代
表
５
名
に
よ
る
鏡
開
き
の

あ
と
、
ア
ニ
マ
ル
浜
口
氏
の
乾
杯
発

声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
ち
び
っ

子
ど
じ
ょ
う
す
く
い
や
石
見
神
楽
を

披
露
し
た
後
、島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ

ク
選
手
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
迎
え
て

Ｂ
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
各
県
青
連
会
長
に
よ
る
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
を
開
催
し
場
を
盛

り
上
げ
た
。
最
後
に
岩
成
会
長
が
感

極
ま
り
涙
で
の
挨
拶
登
場
に
県
内
青

年
部
員
が
集
ま
り
、
感
動
的
な
ラ
ス

ト
で
交
流
懇
親
会
を
終
え
た
。



日頃の想いを熱く訴える須谷さん

基調講演をする杉山さん

　

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
交
流
会
が
９
月
２
日
・
３
日
の
両

日
、
山
口
県
に
於
い
て
中
四
国
各
県

か
ら
８
１
３
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ

た
。
本
県
か
ら
は
、
１
５
３
名
が
参

加
。

　

開
会
式
に
続
き
、
中
国
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
が
行
わ
れ
、各
県
代
表
の
９
名
が
、

持
ち
時
間
10
分
と
い
う
短
い
時
間
の

中
で
、
日
頃
の
女
性
部
活
動
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
っ

た
。

　

島
根
県
代
表
の
須
谷
真
由
美
（
出

雲
商
工
会
女
性
部
）
さ
ん
は
、『
～
こ

ん
な
に
も
近
く
に
あ
っ
た 

暖
か
く
て 

優
し
い 

大
き
な
力
―
「
神
迎
の
道
」

は
「
出
会
い
道
」～
』
を
テ
ー
マ
に
、

「
神
迎
の
道
」
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

女
性
部
員
と
地
域
住
民
の
方
と
交
流

を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
一
丸

と
な
っ
て
い
る
様
子
、
ま
た
、
地
元

の
小
学
生
や
高
校
生
、
秋
田
県
の
方

と
の
心
温
ま
る

ご
縁

に
つ
い
て

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
様
子
を
表
現
豊
か

に
発
表
さ
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
最

優
秀
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
は
広
島
県
代
表
の
山
村

恵
美
子
さ
ん
、
優
秀
賞
は
鳥
取
県
代

表
の
浜
田
末
子
さ
ん
に
輝
い
た
。

　

主
張
発
表
終
了
後
は
、
㈱
ケ
イ
・

ア
ン
ド
・
ワ
イ
の
杉
山
裕
子
さ
ん
に

よ
る
、
「
自
分
の
気
持
ち
大
切
に 

相

手
の
気
持
ち
も
大
切
に　

～
Ｅ
Ｑ
心

の
知
能
指
数
を
使
っ
て
～
」
と
題
し

て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
、
周
り
の
人
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
対
人
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋

が
る
な
ど
、
今
後
の
自
身
の
言
動
を

見
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
、
有
意
義

な
講
演
で
あ
っ
た
。

　

交
流
会
の
後
、
会
場
を
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ
に
移
し
、
懇
親
会
・

次
年
度
開
催
地
へ
の
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ

り
で
、部
員
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
次
年
度
年
開

催
地
の
高
知
県
は
、
よ
さ
こ
い
踊
り

や
龍
馬
と
お
龍
を
演
じ
て
Ｐ
Ｒ
、
次

年
度
の
交
流
会
成
功
を
誓
っ
た
。

　

翌
日
は
、カ
ル
ス
ト
台
地
を
通
り
、

ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

金
子
み
す
ず
記
念
館
、
城
下
町
萩
・

菊
屋
横
丁
、
萩
博
物
館
と
移
動
研
修

を
実
施
し
て
、
今
年
度
の
交
流
会
を

終
了
し
た
。

 

島
根
県
商
工
会
女
性
部
親
睦
ス

ポ
ー
ツ
交
流
・
第
16
回
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
大
会
が
８
月
22
日

、
健

康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
・
瑞
穂
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
18
チ
ー
ム
・
97
人
が
出
場
し
た
。

　

大
会
予
選
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
元

気
館
・
瑞
穂
中
学
校
体
育
館
の
２
会

場
で
行
わ
れ
、
決
勝
リ
ー
グ
は
健
康

セ
ン
タ
ー
元
気
館
で
行
わ
れ
た
。
熱

戦
の
末
、
飯
南
町
商
工
会
の
ピ
オ

ニ
ー
チ
ー
ム
（
橋
村
睦
子
監
督
）
が

優
勝
を
飾
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
県
女
連
の
大
谷
恵
美

子
会
長
が
「
親
睦
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
和
や
か
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
」
と
激
励
し
た
の
に
続
き
、

Ａ
コ
ー
ト
１
番
の
パ
ー
プ
ル
チ
ー
ム

（
邑
南
町
）
の
代
表
者
４
名
が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
い
、
各
チ
ー
ム
健

康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
・
瑞
穂
中
学
校

体
育
館
の
４
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、

試
合
を
開
始
し
た
。

　

大
会
は
、
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
き
て
お
り
、
事
前
に
練
習
を
積
ん

で
本
大
会
に
臨
ん
だ
と
い
っ
た
チ
ー

ム
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
優
勝
】

　

ピ
オ
ニ
ー
（
飯
南
町
）

【
準
優
勝
】

　

ま
つ
え
北
（
ま
つ
え
北
）

【
第
３
位
】

　

麟
麟
倶
楽
部
（
奥
出
雲
町
）

【
第
４
位
】

　

レ
ッ
ド
い
わ
み
（
邑
南
町
）

【
特
別
賞
】

　

「
来
年
も
ま
た
来
ま
賞
」

　
　

舞　

姫
（
津
和
野
町
）

　

「
楽
し
く
プ
レ
ー
出
来
た
で
賞
」

　
　

パ
ー
プ
ル
（
邑
南
町
）

　

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
賞
」

　
　

燦
燦
倶
楽
部
（
奥
出
雲
町
）

第
16
回
島
根
県
商
工
会
女
性
部

親
睦
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会

左：優勝したピオニーチーム　右：準優勝のまつえ北チーム

出
会
い
は
人
生
の
宝
～
ス
マ
イ
ル
女
性
部　

輝
い
て
夢
あ
る
未
来
へ
～

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会
in
山
口
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事業主 配偶者

加入できない

後継者

事業主 配偶者

加入できる

後継者

（
現
行
）

（
改
正
）

○
小
規
模
企
業
共
済
の
加
入
対
象
者

を
個
人
事
業
主
の
配
偶
者
や
後
継
者

な
ど
の
「
共
同
経
営
者
」
ま
で
拡
大

し
ま
す
。

改
正
日　

平
成
23
年
１
月
１
日

詳
し
く
は
商
工
会
ま
で

　

第
１
５
８
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
９
月
19
日

に
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
、
島
根
県
で
は
46
名
が
受
験
し
、

38
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

三
級
ま
で
の
合
格
者
は
次
の
と
お
り

●
一
級
合
格
者

　
該
当
者
な
し

●
二
級
合
格
者

　
該
当
者
な
し

●
三
級
合
格
者

　
該
当
者
な
し

合
格
お
め
で
と
う

【平成22年度中に実施】
○小規模企業共済の加入対象者を個人事業主

の配偶者や後継者などの「共同経営者」ま
で拡大します。個人事業主の方の親族でな
くとも、「共同経営者」（※）であれば加入
できます。

○共同経営者の方の掛金は金額所得控除の対
象となり、受け取られる共済金も退職所得
控除等の対象になります。

※お２人まで加入できます。

個
人
事
業
主
の
方
へ
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小
規
模
企
業
共
済
制
度

が
充
実
し
ま
す
。


